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次第
1. 本部⾧ 挨拶

2. 令和３年度の振り返りと
今後の取組み方針

3. 県民向けサービス連携基盤の紹介
4. 各部局からの報告
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１．本部⾧ 挨拶
福井県知事 杉本 達治
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２．令和３年度の振り返りと
今後の取組み方針
ＤＸ推進監 米倉 広毅
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機動的な事業化県民生活密着型サービスの先行提供
コロナ対策・地域課題対応・デバイド／産業支援
 豪雪地帯 除雪・道路情報可視化
 車社会・交通事故多発 危険区域可視化 等

 方針策定
 ビジョン・行動規範・ＤＸ政策集

 推進体制整備
 ＣＤＯ配置・推進組織再編
 意思決定機関（トップダウン）
 現場実行体制（ボトムアップ＋自走仕組み化）

 意識変革
 知事率先垂範・ＣＤＯ全庁研修

 人材育成確保
 研修体系整備（座学・実践・伴走型の３層）
 職員採用ＤＸ枠創設・兼業型委嘱制度導入

 デジタルシフトを促す制度設計
 予算編成重点枠新設・ペーパーレス制度導入

 情報システム整備
 クラウド基盤・相談受付体制・取組可視化

県

機運醸成
 ＣＤＯ研修
 出前講座

取組共有
 県市町共同

ワーク
ショップ

 産業団体と
の共同研究

共同ＰＪ実施
 ＤＸ事業
 シビック

テック
 システム

共同利用

市町・産業
との連携

肚
落
ち

機
運
醸
成

業
務
遂
行
に
向
け
た
基
盤
整
備

（
各
部
局
専
門
知
識
✖
デ
ジ
タ
ル
推
進
）

地方の実情
県民・市町・産業にて

お悩みの方多数
 ＤＸとは何か
 何がどう変わるか
 どう進めるか

生活の質が高い故
変化の必要性感じない

都市部との環境格差
デジタルサービスの
 提供状況
 利用環境

都市部への
デジタル人材偏在

（水面下）
全県挙げた

ＤＸ遂行を支える
土台・仕組み作り

（水面の上）
利便が実感できる
デジタルの取組

両
面
か
ら
取
組

ＤＸ事業の期中拡大
（４７ ６２事業）

令和３年度の振返り（総論）
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令和３年度の振返り（県民からの評価①）
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「県民目線・生活密着型」の課題解決
大雪対策ＤＸ（全国初）

時系列での除雪状況可視化・カメラ映像等表示
交通安全対策ＤＸ（ＳＣＸ）

隠れた危険エリア見える化

地域の学校や企業等、36団体454名協力

リアルな運転挙動
データ取得・分析 中学校

小学校

小学校
×

×
×

×
 アクセス数が、昨年比約３倍*
 県民から多くの感謝の声（こういうものが欲しかった）

 学校⾧からも歓迎（安全マップ）
 今後、学校とさらなるデータ利活用方法等を検討

*同程度の降雪量時期比較



令和３年度の振返り（県民からの評価②）
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「県民目線・県民ニーズ」による再デザイン
わかりやすい情報発信

ＨＰ解析による県民ニーズに即した情報発信
政策検討への県民参加

ご意見を傾聴する意見交換の場を実証運用

 83%の方が、改善後ページでの情報入手が容易と評価
 県の訴求したい情報（注目情報）に、約10倍のアクセス

 83の県民提案を受領、うち4件即改善・6件を対応検討
（QRコードを用いた簡便なイベント参加登録等）

 今後、民間団体との運営・ハッカソンでの改善を予定



令和３年度の振返り（県民からの評価③）
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「県民参加型」で取組み
シビックテック

現場首⾧・関係者・Code for Fukui等と協働
限界集落への物流ＤＸ

ドローン＋陸送のハイブリッド型物流実証

「自治会活性化」ハッカソン 福井市共催（殿下地区） 敦賀市愛発地区 ドローン物流

 スマホでなくテレビを用いた、
情報連絡・状況確認サービスを即日で開発

 福井市が、継続的に地域住民と意見交換を重ね、
出前講座や自治会活動DXに取組み中

 敦賀市では、今年度中の実装を予定
 県内他市町における活用可能性について検討中



令和３年度の振返り（県民からの評価④）
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「民間・スタートアップ等」と協業
未来技術活用ＰＪ（６件）

民間スタートアップ等協業による地域課題解決
コロナ対策ＤＸ（福井モデル）
オペレーション自動化・オンライン診療等

介護施設向け夜間オンコール医療相談
（勝山消防・総合病院・介護施設）

ＴＶ電話等活用の健康観察
オンライン診療・薬配送

ワクチン
接種予約状況可視化
接種予約システム

（ローコード内製）

 夜勤介護士の同乗を要する「とりあえず搬送」が▲９割
 消防・病院との情報共有により、救急搬送時間も短縮
 勝山市は取組継続（実装）、今年度に実証横展開（福井市等）

 民間技術者（Code for Fukui等）と協働してシステム開発
 令和４年度、へき地オンライン診療を実証
 保健所等の業務改善ＤＸに取組み（患者症例聞き取り）



令和３年度の振返り（推進体制構築）
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ＤＸ遂行を支える土台・仕組み作り
 ＤＸプログラム制定

（ビジョン・行動規範・方針・政策）

 研修・セミナーシリーズ累次開催
（CDO・補佐官:県全庁・市町・県民向け）

 ＤＸ推進本部設置
（トップダウン:意思決定機関）

 ＤＸリーダー組織
（ボトムアップ:現場実行体制）

 研修体系整備
（座学・ハンズオン・伴走の３層型）

 採用制度等新設
（ＤＸアピール枠・ＣＤＯ補佐官委嘱）

 デジタルシフト制度導入
（ペーパーレス・予算編成重点枠）

 情報システム整備
（クラウド基盤・相談受付体制・取組可視化）

 市町ワークショップ実行
（市町の計画策定・体制整備・事業執行を支援）



令和３年度の振返り（取組みの拡大）
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Ｒ３期首 Ｒ３期末

47
事業

 システム内製化（ワクチンダッシュボード等）

 補正予算対応（除雪状況見える化等）

 実証実験（高齢者就労マッチング等）

 民間協業（制度融資手続電子化等）

＋15事業

ＤＸ事業は期中に大幅に拡大

62
事業



令和３年度の振返り（取組みの浸透）
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現場での業務改善・意識変革が進展

県民への「感染防止対策店舗」情報表示

全庁ＲＰＡキャンプ
年間１万時間 削減

職員によるシステム内製化
約３０の自発的取組み

QRコード読取式
来場者管理システム



都道府県別デジタル度
（野村総合研究所:全都道府県対象）

自治体ＤＸアワード
（日本経済新聞社:全国自治体対象）

（出典）野村総合研究所
「DCIにみる都道府県別デジタル度」（2021.11）

66.6福井県

78.2東京都

76.3神奈川県

71.4埼玉県

68.7京都府

68.2愛知県

・
・

大
都
市
圏

全国６位

大都市圏に次ぐ全国６位の評価 ＤＸリード部門賞受賞
他自治体の手本となるような

全庁的なマネジメント体制の構築等

（出典）日本経済新聞（2022.4.4朝刊）

令和３年度の振返り（外部機関による評価）
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福井県



これまで スマートふくいを実現スマートふくいを実現Ｒ４年度～Ｒ４年度～ スマートふくいを実現Ｒ４年度～考慮すべき変化

土
台

市
町

県取組共有
共同事業

県 仕組み作り
１組織１取組

政
策

産
業

企業の前向きな
取組を支援

行
政

ペーパーレス
システム内製化

生
活

利便実感の取組
先行実施

デジタル化

ＤＸ
データ×ＡＩ×機械化

土
台

市
町

人材・技術面サポート
事業・システム共同化

県
デジタルシフト制度設計

現場取組深化
（人材育成・現場業務改善・システム内製化チーム組成）

政
策

産
業

現場ハンズオン支援
人材育成・供給

行
政

手続自動化
基盤整備

基幹業務標準化・マイナンバー活用
ゼロトラスト実証・アクセシビリティ確保

生
活

課題解決型サービス
スマートエリア形成

（新幹線街づくり・Ｅコースト・敦賀港）

県
民
デ
ジ
タ
ル
接
点
強
化

（
ニ
ー
ズ
解
析
／
傾
聴
・
情
報
発
信
高
度
化
）

サ
ー
ビ
ス
連
携
基
盤

（
地
域
共
通
基
盤
：
価
値
創
造
・
資
本
効
率
向
上
）

分散社会の受け皿
産業創出

地域活性化
県民負担軽減

災害・感染症 Ready

デジタル行政

今後の取組み方針
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令和４年度の取組み
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ＤＸ事業の拡大・深化 先進的取組みの推進

サ
ー
ビ
ス
連
携
基
盤

 当初予算編成方針
「ＤＸ推進によるポストコロナの社会作り」

 昨年度比×約1.5倍の事業数
（30の新規・拡充事業:方針に基づき各部事業化）

 ペーパーレス徹底（働き方改革）

ＤＸプログラムVer2として策定
（目指す方向性と具体的政策をセットで提示）

Ｒ３ Ｒ４

47
事業 ＋21事業

68
事業

 国「デジタル田園都市」12事業採択
（県３事業・６市町９事業:北陸３県では最多）

 全国的にも先進的な事業推進

 全庁チーム制での現場改善推進
（人材育成モデル構築・内製化含む業務改善）

 へき地オンライン診療・在宅医療情報共有基盤
 林業ＤＸ（航空レーザー継続・森林データ共有等）
 観光デジタルマーケティング 等々



３．県民向けサービス連携基盤の紹介
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県民向けサービス連携基盤とは

16

サービス間のデータ連携を簡易に実現するプラットフォーム
 汎用的なＡＰＩ（別システムとの連携窓口）により接続するため、低コスト・短期間で連携
 サービス間の個人特定は、マイナンバーカードを活用した公的個人認証を利用
 様々なシステムに分散したデータを必要な時に参照できるようにする仕組み

まずは、子育て世帯である「ふく育」ユーザーに対し、「ふく割」のデジタルバウチャーを追加発行



県民から見た利用イメージ（統合アプリ）
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福井県

福井県

My ID 1234567890
名前 福井 太郎
住所 福井県福井市大手3-17-1
電話 0776-20-xxxx
メール fukui@pref.fukui.xx.xx

ふく割
ふく育

健康アプリ
地域通貨

サービスの入口統合機能
（連携サービスに簡単にアクセスできる環境を整備）

個人情報の管理機能
（利用者自身が個人情報の提供可否・連携サービスを設定）

OFF/ONで切替え



国における動き（デジタル田園都市国家構想）
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国も、データの活用を促す「連携基盤」の整備を構想

（出典）内閣官房「デジタル田園都市国家構想推進会議 第４回」（2022.2.24）

データの「創成」→「連携」→「活用」のサイクルの好循環が必要

まずはデジタルの効果を実感できる
サービスを地域・暮らしに実装

データ連携基盤を活用し
複数のサービスの連携にも取り組む

デジタル庁
「意欲のある自治体に

是非チャレンジして欲しい」

スターター プレイヤー・リーダー



サービス連携基盤の活用イメージ
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公民連携での健康なまちづくり

連携基盤

ＡＩが栄養価を計算、
栄養指導を実施

ＡＩが栄養価を計算、
栄養指導を実施

心拍数、歩数、
消費カロリー
などを取得

心拍数、歩数、
消費カロリー
などを取得

遠方にいる子供
世帯とも共有

遠方にいる子供
世帯とも共有

医療情報や
健診データに加え、
日々のバイタル情報
や栄養摂取状況等を

遠隔診療に活用

医療情報や
健診データに加え、
日々のバイタル情報
や栄養摂取状況等を

遠隔診療に活用健康ステージに
応じて

クーポン発行

健康ステージに
応じて

クーポン発行

ふく割アプリ

民間
栄養管理アプリ

民間
健康管理アプリ

遠隔診療

地域コミュニティ
アプリ

センサにより
転倒などを検知
センサにより

転倒などを検知スマート
ウォッチ

健診
情報

健康診断
システム

転倒等を検知したら
民生委員等に連絡

転倒等を検知したら
民生委員等に連絡



先行取組み例①
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防災（つくば市*） 移動・交通（福島県会津地域）

効率的な避難誘導と医療消防連携

 住民に対して一元的に情報配信
（災害情報・避難所情報・ボランティア情報等）

 消防・医療等関係者に対して、データ連携
（要支援者情報や被災者の健康情報等医療データ）

観光・生活MaaS連携のサービス提供

 様々な交通モードの情報を連携、
スマホひとつで検索、決済、利用が可能

 経路検索と付帯して、
観光や生活情報等（異業種連携商品）が入手可能

 他地域のMaaSアプリとも連携

*構想段階

避難所
情報

介護
情報

災害
情報

服薬
情報

医療
情報

個人認証・情報配信

情報連携

連携
基盤

等

住民
情報



先行取組み例②
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健康福祉（札幌市）

ポイント付与による健康促進

 歩数に応じて公共交通等で使える「健幸ポイント」付与
 歩行促進や公共交通利用等の行動変容を促進
 行動データ（歩数・位置情報）、人流データを分析し、

ウォーカブルな空間整備計画をまちづくりの検討に反映

施設管理（山口県）

施設予約と連動したスマートロック

 マイナンバーカードを用いて個人認証
 公共施設の利用管理を24時間オンラインで完結

（本人確認・施設予約・決済・開錠・入退室管理）
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４．各部局からの報告
（重点取組み事項）
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総務部（DX推進プログラム P66）
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地域戦略部（DX推進プログラム P66）
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交流文化部（DX推進プログラム P61）
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安全環境部（DX推進プログラム P34）
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健康福祉部（DX推進プログラム P21）
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産業労働部（DX推進プログラム P45）
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農林水産部（DX推進プログラム P58）
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土木部（DX推進プログラム P36）
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会計局（DX推進プログラム P67）



教育庁（DX推進プログラム P40）
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33

警察本部（DX推進プログラム P82）
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５．事務局からのお知らせ



Teams上で、どなたでも参加できる
「福井県×DX」推進チームを用意し、
随時情報発信や情報交換を実施中
（現在、約800名の職員が登録するコミュニティ）

これを選択

Teams「福井県×DX」推進チームの紹介
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内容
 ＤＸ最新情報・他自治体取組みの共有
 スキルアップセミナー等の紹介
 ＲＰＡに関する質問相談
 デジタルツール活用の事例紹介
 職員自らのＤＸ取組の共有

「触ってみた・作ってみた（内製）」
等

参加方法
 Teamsの画面左下

「チームに参加、またはチーム作成」を選択
 画面右上

「チームを検索」に「ＤＸ」と入力し、選択

DXと入力



参考資料
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福井県ＤＸの考え方

37

県
基本理念 「安心のふくい」を未来につなぎ、もっと挑戦!もっとおもしろく!

福井県ＤＸ
定義

県民本位の地域社会（生活・産業・行政）実現のため、
デジタル技術の特質を上手に活用の上、県民目線で、政策や実行の仕組みを再設計

（地域課題の解決や新たな価値創造につなげていく）

目指す将来像
（ビジョン）

地域社会・経済を活性化し、福井県の将来を持続可能に
～しあわせ先進モデル 活力人口100万人ふくい～

 外に開いて人を呼び込む、都市部至近の豊かで安心安全な「くらしの先進地」
 人口減に対応する生産性の高いスマートな社会
 県民一人ひとりのアクションにDXを取り入れ、誰もが挑戦

行動規範
（ＤＸ推進の３本柱）

みずから変える みんなで変える ふくいを変える

政策
（福井県ＤＸプログラム）

生活・産業・行政の３分野により、全庁を挙げた取組を整理
（ＤＸ事業の機動的な拡充に合わせ、プログラムを随時更新）



福井県ＤＸのビジョン
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生活のＤＸ 産業のＤＸ 行政のＤＸ

生産性向上
（人手不足対応・収益性改善）

投資＋賃金・待遇向上
（雇用確保・UIターン増・やりがい）

利便性・魅力向上
（質的向上・広く発信）

豊かな生活環境
＋

先進的取組・交通網整備

即
効
性
が
高
い
手
段

県民の生産性確保
（手間負担軽減・リソース確保）

民間の取組支援
（データ連携・参画機会確保）

地域社会・経済を活性化し、福井県の将来を持続可能に
しあわせ先進モデル 活力人口100万人ふくい

人の呼び込み・定着
観光等交流人口増

産業創出
サービス高度化

県民・企業が
挑戦できる場を提供



福井県ＤＸの行動規範
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みずから
変える

ふくいを
変える

みんなで
変える

 チームふくい
との連携推進

 誰一人取り残さ
れない環境整備

デバイド対策・資金人的支援

シビックテック

共同ＰＪ・システム共同利用

 地域課題解決の最先端
 徹底現場主義での課題解決

 DXありき
で意識的に実務変革推進

 利用者目線
で再構築

 デジタルファースト
でまずはやってみる文化



福井県ＤＸの合言葉
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遠方の患者の容体を確認
県道の積雪状況を今すぐ把握

リアルな空間での取組を
「データ×ＡＩ×機械化」しよう

ＡＩ化
即時の分析・予測

パーソナライズした提案

機械化
人手を介さず、

データや機械が自動処理

データ化
時間場所制約なく実務遂行
あらゆる状況やニーズ可視化

理解レベルに応じた教材提供
関心興味に応じた観光商材開発

24時間365日の申請受付
リモートでの避難指示発出



福井県ＤＸプログラム（Ver.2）
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産業の
ＤＸ

行政の
ＤＸ

生活の
ＤＸ

生活

産業

行政

県民生活の質向上

県内産業の
生産性向上・高付加価値化

デジタル行政の実現

推進の
考え方・方向性

福井県DXの定義・ビジョン・行動規範
推進体制・今後の取組み方向性・具体的政策

令和４年度期首全６８事業（前年度＋２１）
随時、機動的に見直し（アジャイル型）

＋


